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議案 等の議決結果一覧

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

諮　問
第１号

人権擁護委員の候補
者の推薦について

人権擁護委員の候補者に次の者を推薦したいので、
意見を求める。（塩屋区　増田耕平）

適　任
賛成多数

同　意
第１号

監査委員の選任につ
いて

大宜味村監査委員に次の者を選任したいので、同意
を求める。（田嘉里区　吉濱エツ子）

同　意
全会一致

議　案
第１号

大宜味村簡易水道事
業布設工事監督者及
び水道技術管理者に
関する条例の一部を
改正する条例

改正する点
〇‌�大宜味村簡易水道事業布設工事監督者及び水道技
術者の資格に学校教育法による「専門職大学」を
加える。（平成31年４月１日から施行）

原案可決
全会一致

議　案
第２号

村道路線の認定につ
いて 大保線（田港南風原〜押川押川山） 原案可決

全会一致

議　案　
第３号

平成30年度大宜味村
一般会計補正予算
（第７号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億1, 944
万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ49億9, 305万５千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第４号

平成30年度大宜味村
国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億2, 392
万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ６億6, 419万７千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第５号

平成30年度大宜味村
簡易水道事業特別会
計補正予算（第４号）

歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金
額並びに補正後の歳出予算の金額は、「第１表歳出
予算補正」による。

原案可決
全会一致

議　案
第６号

平成30年度大宜味村
公共下水道事業特別
会計補正予算（第３
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ65万４千円
を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
4, 188万５千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第７号

平成30年度大宜味村
後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ33万１千円
を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
3, 446万９千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第８号

平成31年度大宜味村
一般会計予算

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ43億1, 319
万９千円と定める。

原案可決
全会一致

議　案
第９号

平成31年度大宜味村
国民健康保険特別会
計予算

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億9, 997
万円と定める。

原案可決
全会一致

平成31年 第１回（３月）定例会 �
平成31年３月７日〜22日までの16日間の日程で第１回定例会が行われ、次のとおり決定された。
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番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第10号

平成31年度大宜味村
簡易水道事業特別会
計予算

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億6, 088
万１千円と定める。

原案可決
全会一致

議　案
第11号

平成31年度大宜味村
公共下水道事業特別
会計予算

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3, 680万４
千円と定める。

原案可決
全会一致

議　案
第12号

平成31年度大宜味村
後期高齢者医療特別
会計予算

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3, 324万７
千円と定める。

原案可決
全会一致

議　案
第13号

平成31年度大宜味村
工業用水道事業会計
予算

（※抜粋）工業用水道事業収益487万３千円、工業用
水道事業費用344万３千円と定める。

原案可決
全会一致

意見案
第１号

消費税率10％への引
き上げ中止を求める
意見書

沖縄県は、生活保護世帯が２万8, 306世帯（2017年）
と過去最多となり、人口比では全国４番目の高さで
ある。さらに全国最下位の県民所得という厳しい環
境の中で、消費税が増税されると県経済と県民生活
に重大な影響を及ぼすため、提出する。

原案可決
全会一致

意見案
第２号

全国知事会の「米軍
基地負担に関する提
言」の主旨に基づい
て、地方自治の根幹
を脅かす日米地位協
定の見直しを国に求
める意見書

辺野古の埋め立ての賛否が問われた県民投票で、反
対が７割超となったにもかかわらず、国は、その民
意を無視し工事を強行に進めている。この事でも問
題になったように、日米地位協定は、日本国憲法の
理念、そして地方自治の根幹をも揺るがしかねない
協定であるため、提出する。

原案可決
賛成多数

意見案
第３号

介護従事者の全国を
適用地域とした特定
最低賃金の新設を求
める意見書

介護従事者の賃金底上げなど処遇の改善、人材確保
と体制強化を実現するため、提出する。

原案可決
全会一致

意見案
第４号

看護師の全国を適用
地域とした特定最低
賃金の新設を求める
陳情

看護師の賃金底上げなど処遇の改善、人材確保と体
制強化を実現するため、提出する。

原案可決
全会一致

意見案
第５号

県民投票の結果を尊
重し、辺野古沿岸部
の埋立工事を直ちに
中止し、新たな米軍
基地建設を断念する
ことを求める意見書

政府による沖縄県民の民意を否定し、地方自治、民
主主義、ひいては日本国憲法をも否定するような二
重三重の暴挙に断固として抗議するとともに、本村
議会は、県民投票の結果を受け民意を強く要求する
ため、提出する。

否　決
賛成少数

陳　情
第１号

消費税率10％への引
き上げ中止を求める
陳情書

※意見案第１号参照。 採　択
全会一致
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番号 件　　名 議案等の概要 結　果

陳　情
第２号

全国知事会〜中略〜
日米地位協定の見直
しを国に求める意見
書を提出する事を求
める陳情

※意見案第２号参照。 採　択
賛成多数

陳　情
第３号

安全・安心の医療・
介護の実現と夜勤交
替制労働の改善を求
める陳情書

※意見案第３号参照。 継続審査
全会一致

陳　情
第４号

介護従事者の全国を
適用地域とした特定
最低賃金の新設を求
める陳情

※意見案第４号参照。 採　択
全会一致

陳　情
第５号

看護師の全国を適用
地域とした特定最低
賃金の新設を求める
陳情

※意見案第５号参照。 採　択
全会一致

陳　情
第６号

消費税率10％への
「増税中止」を求め
る陳情

2019年10月から消費税率を10％に引き上げることが
発表されました。〜中略〜政府に対して下記の働き
かけを要望させていただきますので、地元の声を、
政府に「意見」としてお届け下さい。
一、消費税10％への増税中止を求める意見書。
二、将来的には、消費税５％への減税へ。

議員配布

報　告
第１号

平成31年度沖縄県町
村土地開発公社事業
計画及び予算の報告
について

地方自治法第243条の３第２項の規定により報告す
る。 報　告

報　告
第２号

専決処分の報告につ
いて（Ｈ29大川川浴
川橋橋梁架け替え及
び護岸改修工事の請
負契約の変更につい
て）

平成30年７月３日議会の議決をへたＨ29大川川浴川
橋橋梁架け替え及び護岸改修工事変更契約につい
て、地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第
１項の規定により専決処分する。
原契約金額　　　　　　　　　　　 74, 520, 000円
原契約額に対する変更増額　　　　　3, 272, 400円

報　告

報　告
第３号

専決処分の報告につ
いて（平成30年度村
道根路銘上原線道路
改良工事の請負契約
の変更について）

平成30年７月３日議会の議決をへた平成30年度村道
根路銘上原線道路改良工事変更契約について、地方
自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規
定により専決処分する。
原契約金額　　　　　　　　　　　116, 100, 000円
原契約額に対する変更増額　　　　　1, 472, 040円

報　告
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平成31年 第１回（３月）定例会
意見案第5号　‌�県民投票の結果を尊重し、辺野古沿岸部の埋め立て工事を直ちに中止

し、新たな米軍基地建設を断念することを求める意見書について

反対 討論（大城　佐一 議員） 
去る２月25日の新聞報道で県民投票の結果が基地反対が72％と大きく報道されていますが、確かに
この72％という数字だけを見ると、尊重しなければならない数字に見えますが、あたかも沖縄県民の
72％が反対しているように見えます。この72％の数字を詳細に分析してみると、沖縄県の有権者が115
万3, 591名、投票しに行った人が60万5, 394名、投票に行かなかった人が54万8, 197名、要するに有権者
に対する反対者の割合は37. 63％であります。有権者に対する、賛成、どちらでもない、投票に行かな
かった人の割合が62. 04％となっております。
具体的にわかりやすく説明すると、沖縄県の有権者が100名とした場合、反対者は37名であり、残り
の63名は反対かどちらでもない、投票に行かなかった人たちです。反対者の37名のうち、みずからの
意思で投票した人は実際に何名いたのか。そして、投票に行かなかった人の中には、賛成の方が多数
いることは御承知のとおりと思います。
以上のように、ただ数字だけの72％で判断するには無理があり、またこの意見書の提出がおととい
３月20日であり、きのう３月21日、きょう３月22日、午前中は休会であり、午後２時からの本会議に
はこの提出が急であり、十分に議論する時間的余裕もなかったことから賛成に同意することができま
せん。
今後は、急な提出だけではなく、議員各位が十分に議論の持てる時間的余裕を持って提出してもら
いたい。
以上のことから、議員各位の賛同を願い、反対の討論といたします。
どうか、本議案に対して各議員の反対を求め討論とします。

賛成 討論（吉浜　覚 議員）
去る２月24日、辺野古米軍基地のための埋立ての賛否を問う県民投票が県内全ての市町村で実施さ
れました。県民投票は、地方自治法第74条の規定に基づき、９万2, 848筆に及ぶ県民の直請求により実
施されたもので、米軍基地建設のための辺野古沿岸部の埋め立てに「反対」43万4, 273票、投票総数の
71. 7％、本村でも「反対」1, 220票、投票総数の79. 7％となっています。
これまでに県や本村では2013年１月28日に県議会、全市町村長、全市町村議会などの連名で内閣総
理大臣に米軍普天間基地を閉鎖撤去し、県内移設を断念することや、オスプレイ配備を直ちに撤回す
ることなどの内容を記載した建白書を県民総意の米軍基地から負担軽減を実行するようにと提出して
います。
2017年12月に、本村は「憲法９条の碑」を建立し、内外的に平和を希求することを発信しております。
やんばるの森は自然豊かで多様性に富んでいて、県民の命の水がめとなっており、とてもデリケー
トで貴重なゾーンであります。また、自然を生かした平和産業である観光産業も振興しております。
また、辺野古新基地には軟弱地盤、活断層、高さ制限などの問題もあり、またそれから滑走路が
1, 800メートル、現在、普天間基地の2, 800メートルよりかなり短く、稲田前防衛大臣は辺野古新基地
が建設されても、普天間基地は返還されないと言明しております。
そういうことなどから、今回、憲法法律や県条例に基づき米軍普天間基地飛行場の移設に伴う辺野
古沿岸部埋立ての賛否を問う県民投票が執行され、反対の民意が示され、政府は県民投票の結果を尊
重し、辺野古沿岸部の埋立工事を直ちに中止し、新たな米軍基地を断念することを求めたものです。
したがって、本意見書は県民投票の結果を尊重した意見書であります。また、村民や県民の命と暮
らしを守るためにも賛成するのに値します。どうか、本意見書に対して各議員の賛成を求め、討論といた
します。
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反対 討論（友寄　景善 議員）
私は、増田氏のことをよく知りません。履歴書からの情報は重要で、その人となりを知る最も確実
な方法です。そのため、審議に入る前に入念に履歴書をチェックしなければなりません。
しかし、今回提出された履歴書に目を通してみると、ごく簡単に記載され、記載漏れと思われるよ
うな空欄も目立ち、増田氏の人権擁護委員に対する誠意や熱意をほとんど感じとることができません。
人権擁護委員として十分に活動していけるのか、とても不安に感じているのが正直なところです。
諮問する側の村としても最低限の書類チェックは行ってほしいと思います。議会は村長の追認機関
ではありません。履歴書の記載漏れがないよう、そして提案理由もしっかりと記載し、議会へ丁寧に
説明すべきです。機械的に書類を処理するのではなく、議会での議論、審議ができるように書類を整
備して提出していただきたい。今議会において、なぜ増田氏を諮問しなければならないのか。その理
由が書面から全く理解できず、あっけにとられております。法務大臣へはしっかりと書類を整備した
上で候補者を推薦しなければならないはずです。
以上の観点から、今回は本案に反対します。

平成31年第１回（３月）定例会
諮問第１号　人権擁護委員の候補者の推薦について

賛否 分かれたもの
平成31年　第１回（３月）定例会 採

決
の
結
果

大
城
　
佐
一

宮
城
　
良
治

仲
井
間 

宗
利

友
寄
　
景
善

大
山 

美
佐
子

大
城
　
邦
彦

宮
城
　
貢

吉
浜
　
覚

安
里
　
重
和

平
良
　
嗣
男

（
議
長
）件　　名

諮問第１号
人権擁護委員の候補者の推薦について

賛
成
多
数

適
　
任

〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇 －

同意第１号
監査委員の選任について

全
会
一
致

同
　
意

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 －

意見案第２号
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の
主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米
地位協定の見直しを国に求める意見書

賛
成
多
数

原
案
可
決

× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 －

意見案第５号
県民投票の結果を尊重し、辺野古沿岸部の埋立
工事を直ちに中止し、新たな米軍基地建設を断
念することを求める意見書

賛
成
少
数

否
　
決

× × × 〇 〇 × × 〇 × －

陳情第２号
全国知事会〜中略〜日米地位協定の見直しを国
に求める意見書を提出する事を求める陳情

賛
成
多
数

採
　
択

× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 －

〇：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　退：棄権と意思表明しての退場
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多
目

的
広
場
、
総
合
体
育
館
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

結
の
浜
公
園
は
整
備
が
終
わ

り
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

る
。
現
在
、
大
型
の
事
業
が
進

行
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
財

政
調
整
を
踏
ま
え
て
優
先
順
位

を
確
認
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。
結
の
浜
に
ホ
テ
ル
企
業
の

進
出
、
一
流
競
技
者
な
ど
の
村

内
合
宿
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
時

代
に
即
し
た
計
画
内
容
、
運
営
、

運
用
方
法
な
ど
、
企
業
等
か
ら

意
見
を
交
え
な
が
ら
整
備
計
画

の
見
直
し
を
含
め
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
米
須
邦
雄
教
育
長

　

現
在
ま
で
学
校
の
図
書
館
の

一
般
村
民
へ
の
開
放
は
行
っ
て

い
な
い
。で
き
な
い
理
由
は
、児

童
生
徒
の
安
全
面
、
村
民
か
部

外
者
か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
難
し
い
。

休
み
時
間
や
放
課
後
の
図
書
館

は
児
童
生
徒
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
村
民
が
利
用
で
き
な
い
。

　

学
校
図
書
館
は
約
１
万
６
千

冊
が
あ
り
、
村
民
向
け
に
利
用

可
能
な
図
書
は
約
２
千
冊
と
少

な
い
、
中
学
生
も
利
用
す
る
の

で
村
民
が
借
り
る
と
中
学
生
の

利
用
に
支
障
が
出
る
。
旧
大
宜

味
小
学
校
図
書
館
を
図
書
室
と

し
て
村
民
へ
開
放
し
、
利
用
し

て
い
け
る
よ
う
周
知
を
行
う
予

定
、
新
年
度
予
算
に
図
書
の
充

実
を
図
る
為
の
予
算
を
計
上
さ

せ
て
い
る
。

問
２
特
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
以
前
に
も
、
村
老
人
ク
ラ
ブ

か
ら
要
請
等
も
あ
る
が
建
設
計

画
は
あ
る
の
か
？

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
要
請
が

あ
っ
た
以
降
、
検
討
会
は
し
て

い
な
い
。
企
画
側
の
ほ
う
で
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
内
容

検
討
は
し
て
い
る
。
近
隣
市
町

村
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
幾

つ
か
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

村
で
作
る
と
な
る
と
利
用
者
の

取
り
合
い
に
な
り
、
運
営
が
か

な
り
厳
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　

今
す
ぐ
進
め
ら
れ
な
い
の
は

そ
う
い
う
懸
念
が
あ
る
か
ら
、

そ
こ
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
を
う
ま
く
運
営
し
て
、
経

営
す
る
に
は
民
間
の
力
が
必
要

に
な
る
と
思
う
。
今
回
、
ホ
テ

ル
企
業
が
参
入
し
て
来
る
と
な

る
と
、
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る

方
々
と
、
ホ
テ
ル
企
業
と
の
運

営
形
態
を
一
緒
に
な
っ
て
進
め

な
が
ら
想
定
し
て
お
り
、
今
後

計
画
を
検
討
で
き
た
ら
と
思
う
。

村
立
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の

施
設
が
な
い
が
建
設
計
画
は
？

問
１
図
書
館
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
面
で
は
体
育
館
、
野
外
で
は

陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
以
前
に
も
村
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
要
請
が
あ
り
、
議
会
で

も
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
動
き
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
第
五
次
総
合
計
画
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
と

有
り
ま
す
が
、
広
く
村
民
が
利

用
で
き
る
建
設
計
画
が
あ
る
の

か
。
図
書
館
は
学
校
施
設
を
開

放
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
村

民
が
利
用
し
て
い
る
の
か
。
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大山 美佐子　議員

問
２
民
生
員
の
時
、
何
名
か

の
要
保
護
児
童
と
関
わ
っ
た
。

そ
の
関
係
機
関
は
学
校
、
福
祉

課
、
警
察
、
教
育
委
員
会
、
福

祉
事
務
所
と
の
担
当
を
交
え
て

話
し
合
い
を
持
ち
、
支
援
を
し

た
。
保
育
所
、
幼
稚
園
で
は
要

保
護
を
必
要
と
す
る
人
が
い
る

か
、
そ
の
実
態
を
知
り
た
い
。

答
佐
久
川
紀
亮
住
民
福
祉
課
長

兼
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長

　

今
現
在
、
保
育
所
及
び
幼
稚

園
の
ほ
う
か
ら
要
保
護
児
童
に

な
る
と
い
う
、
対
象
の
方
の
連

絡
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

大
山
美
佐
子
議
員

　

地
域
協
議
会
は
、
要
保
護
児

童
の
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め

に
必
要
な
情
報
交
換
を
行
い
、

さ
ら
に
必
要
な
ら
ば
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
採
用
し
て

気
配
り
の
あ
る
、
連
携
の
と
れ

た
村
に
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

喜
如
嘉
第
一
バ
ス
停
設
置
を

問
１
喜
如
嘉
第
一
バ
ス
停
は
、

児
童
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
待

合
所
で
あ
る
。
屋
根
が
な
く
、

椅
子
が
わ
り
の
板
の
腐
敗
が
始

ま
り
、
傾
斜
に
も
な
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
待
合
所
の
設
置
を

要
望
す
る
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

平
成
30
年
8
月
に
バ
ス
停
上

屋
の
劣
化
で
危
険
な
の
で
撤
去

し
て
ほ
し
い
と
区
長
か
ら
要
請

が
あ
り
、
早
急
な
措
置
が
必
要

だ
っ
た
た
め
九
月
に
撤
去
し
た
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
２
（
喜
如
嘉
バ
ス
停
の
写

真
を
提
示
）
傾
斜
で
バ
ス
停
に

設
置
し
て
い
る
椅
子
は
腐
敗
し

て
い
る
。子
供
た
ち
が
毎
日
使
用

す
る
バ
ス
停
、
ま
た
改
善
セ
ン

タ
ー
の
前
で
あ
り
、
村
の
行
事

の
た
び
に
使
用
す
る
人
が
多
く
、

雨
天
時
に
雨
に
濡
れ
て
い
る
方

が
い
る
。
国
道
が
村
移
管
に
な

り
、
改
善
セ
ン
タ
ー
前
は
村
道

な
の
で
、村
が
中
心
に
な
り
、バ

ス
停
を
設
置
す
る
気
が
あ
る
の

か
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

確
か
に
以
前
は
国
道
で
し
た

が
、
村
道
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
登
下
校
の
場
所
で

も
あ
り
、
バ
ス
会
社
と
調
整
し

て
、
も
し
、
バ
ス
会
社
が
厳
し

け
れ
ば
、
村
と
し
て
も
通
学
道

の
待
合
所
と
い
う
立
場
で
整
備

を
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
対
応
し
た
い
。

※‌�

県
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
の
連
携
は
？

問
１
子
ど
も
虐
待
の
件
が
報

道
さ
れ
、
と
て
も
心
が
痛
み
ま

す
。
大
宜
味
村
の
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
の
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
実
態
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
虐

待
等
の
相
談
の
中
で
比
較
的
軽

微
な
ケ
ー
ス
で
、
関
係
連
携
が

必
要
な
場
合
は
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、

支
援
の
方
向
性
確
認
等
、
役
割

分
担
を
行
っ
て
い
る
。

喜如嘉第１バス停
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向
け
て
議
員
か
ら
の
意
見
も
あ

り
、
掲
載
し
て
い
る
。
間
違
っ

た
掲
載
で
は
な
い
。

問
２
認
識
が
全
く
甘
い
。
村

の
公
務
を
私
物
化
し
、
実
態
を

ご
ま
か
し
た
不
法
行
為
に
全
く

気
付
い
て
い
な
い
。
チ
ラ
シ
の

内
容
は
私
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

で
あ
る
。
当
時
、
村
議
選
挙
に

出
馬
を
表
明
し
て
い
た
私
の
選

挙
を
妨
害
し
、
落
選
さ
せ
る
意

図
が
明
確
に
強
く
働
い
て
い
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の

チ
ラ
シ
は
あ
ま
り
に
問
題
が
多

く
、
真
実
を
明
ら
か
に
し
、
問

題
点
を
指
摘
す
る
。
先
ず
、「
公

金
で
あ
る
人
材
育
成
基
金
を
公

正
に
す
る
た
め
要
綱
を
見
直
し

た
」
と
あ
り
、
私
が
不
正
を
働

い
た
た
め
、
そ
れ
を
正
す
た
め

に
要
綱
を
改
正
し
た
と
言
わ
ん

ば
か
り
だ
。
見
直
し
た
真
の
理

由
は
「
基
金
の
内
容
に
、
産
業
、

福
祉
等
を
加
え
、
人
材
育
成
を

幅
広
い
分
野
で
行
う
た
め
」
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
教
育
委

員
会
の
会
議
録
、
基
金
条
例
を

改
正
す
る
理
由
に
も
あ
る
。「
公

正
に
す
る
た
め
要
綱
を
見
直
し

た
」
と
は
、
ど
こ
に
も
、
ど
の

文
書
に
も
な
い
。
ま
っ
た
く
根

拠
が
な
く
、
お
粗
末
だ
。

　

次
に
、
人
材
育
成
事
業
審
査

会
は
大
宜
味
村
役
場
そ
の
も
の

の
執
行
機
関
で
あ
り
、
公
正
、

公
平
に
運
用
、
執
行
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
務
の
立
場

を
利
用
し
て
私
を
誹
謗
中
傷
し

て
い
る
。
ま
る
で
宮
城
ノ
リ
ミ

ツ
後
援
会
の
付
属
機
関
か
後
援

団
体
に
成
り
下
が
り
、
到
底
公

平
で
公
正
な
運
営
と
は
言
え
な

い
。
公
私
混
同
、
私
物
化
も
甚

だ
し
い
。
次
に
、「
議
会
の
一

般
質
問
で
度
々
指
摘
を
受
け
た

前
教
育
長
」
と
あ
る
が
、
指
摘

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
こ
と
を
こ
の
場
を
以
っ
て
断

言
す
る
。
次
に
、
海
外
旅
費
は

当
時
の
要
綱
に
基
づ
き
正
規
の

手
続
き
を
経
た
30
万
円
で
、
残

り
の
費
用
50
万
円
は
自
腹
を

切
っ
て
費
用
に
充
て
た
。
私
が

不
正
を
し
、
外
国
旅
行
し
た
よ

う
な
印
象
操
作
で
あ
り
許
せ
な

い
。
以
上
指
摘
し
て
き
た
が
、

人
材
育
成
審
査
委
員
長
で
あ
る

副
村
長
は
謝
罪
を
述
べ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
島
袋
幸
俊
副
村
長

　

村
長
か
ら
チ
ラ
シ
を
こ
の
よ

う
な
形
で
出
し
た
い
と
の
相
談

が
あ
っ
た
。
私
と
し
て
は
チ
ラ

シ
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

友
寄
景
善
議
員

　

私
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、

人
材
育
成
事
業
審
査
会
の
委
員

長
で
あ
る
副
村
長
と
宮
城
ノ
リ

ミ
ツ
後
援
会
発
行
の
チ
ラ
シ
が

絡
ん
で
一
個
人
を
攻
撃
し
て
い

る
。こ
れ
が
問
題
だ
。自
分
た
ち

の
行
為
を
理
解
し
て
な
く
反
省

が
な
い
。
今
後
は
業
務
を
進
め

て
行
く
上
で
、
公
私
の
け
じ
め

を
つ
け
、根
拠
、事
実
に
基
づ
い

た
行
政
運
営
を
し
、公
明
、適
正

な
選
挙
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

公
私
の
け
じ
め
を
つ
け
た
行
政

運
営
と
公
明
で
適
正
な
明
る
い

選
挙
の
実
現
を
求
め
る

問
１
昨
年
12
月
の
定
例
会
本

会
議
に
お
い
て
、
人
材
育
成
事

業
審
査
会
委
員
長
で
あ
る
副
村

長
は
、
宮
城
ノ
リ
ミ
ツ
後
援
会

が
発
行
し
た
選
挙
チ
ラ
シ
中
、

人
材
育
成
基
金
の
記
事
に
関
与

し
た
こ
と
を
認
め
た
。
当
該
記

事
内
容
に
つ
い
て
村
長
の
認
識

を
問
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

平
成
29
年
９
月
定
例
議
会
ま

で
に
、
数
回
の
一
般
質
問
が

あ
っ
た
。
質
問
者
も
他
の
議
員

も
納
得
で
き
な
い
状
況
で
、
30

年
９
月
の
村
長
・
議
員
選
挙
に
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け
な
が
ら
沖
縄
県
を
主
と
し
て
、

３
村
の
行
政
と
民
間
団
体
等
が

一
緒
に
な
り
、
森
林
型
ツ
ー
リ

ズ
ム
全
体
構
想
を
平
成
29
年
度

に
作
成
し
、
今
年
度
よ
り
運
用

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
本
村
に

お
き
ま
し
て
も
、
地
域
に
即
し

た
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、財
源
の
確

保
に
つ
い
て
、
自
然
資
源
を
利

用
し
過
度
な
利
用
か
ら
発
生
す

る
自
然
資
源
へ
の
悪
影
響
対
策

に
つ
い
て
、
そ
の
活
用
さ
れ
る

現
場
に
お
い
て
も
協
力
金
を
募

る
こ
と
な
ど
、
検
討
し
て
い
る
。

問
２
や
ん
ば
る
地
域
の
自
然

観
光
資
源
の
リ
ス
ト
に
も
上

が
っ
て
い
る
タ
ー
滝
で
す
が
、ま

だ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
も
持
続

可
能
な
観
光
地
と
し
て
来
客
者

に
は
安
全
で
、
安
心
し
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
も
年
間

を
通
し
て
人
員
を
配
置
し
、
安

全
管
理
や
環
境
整
備
等
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
資

金
と
し
て
、
地
域
自
然
資
産
法

を
活
用
し
、
ま
ず
は
タ
ー
滝
か

ら
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

タ
ー
滝
に
つ
き
ま
し
て
は
、

以
前
か
ら
、
大
き
な
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
現
在
で
は
平
南

川
駐
車
場
と
し
て
対
策
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
公
園
の
利

用
料
と
し
て
料
金
を
取
れ
る
４

月
か
ら
11
月
ま
で
、
人
員
配
置

が
で
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
11

月
か
ら
、
冬
の
間
は
利
用
量
が

極
端
に
少
な
く
な
る
事
で
、
人

員
が
土
日
の
み
の
配
置
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
ご
み
問
題
と
か
事
故

が
多
々
発
生
し
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

た
が
、
駐
車
場
が
で
き
て
、
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
普
及

啓
発
が
で
き
、
事
故
件
数
が

減
っ
た
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
入
域
料
に
つ
き
ま
し
て

は
地
域
自
然
資
産
法
で
、
入
域

す
る
所
を
特
定
し
て
、
自
然
環

境
の
区
域
に
指
定
し
、
入
域
料

が
徴
収
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
と
は
別
に
環
境
協

力
金
と
い
う
形
で
、
条
例
を
制

定
し
て
協
力
金
を
募
る
と
い
う

状
況
が
あ
り
、
特
定
目
的
基
金

的
な
、
目
的
を
し
っ
か
り
検
討

し
な
が
ら
、
今
後
の
資
源
を

守
っ
て
い
く
、
保
全
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

答
宮
城
良
治
議
員

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
る
問

題
の
対
策
に
つ
い
て

問
１
や
ん
ば
る
３
村
は
、
世

界
自
然
遺
産
の
登
録
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
自
然

遺
産
の
登
録
に
よ
り
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
破
壊
や
そ

の
対
策
の
た
め
の
財
源
確
保
な

ど
の
問
題
を
生
み
出
す
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
向

け
て
は
、
環
境
省
の
指
導
を
受
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る
水
源
地
の
確
保
を
計
画
し
て

い
る
が
村
と
し
て
の
見
解
を
伺

う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

農
家
や
畜
産
業
者
に
と
っ
て

水
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
当
事

者
か
ら
要
望
等
を
数
回
受
け
て

い
ま
す
。
村
と
し
て
は
、
大
宜

味
村
村
有
林
野
払
下
げ
条
例
に

基
づ
き
、
有
効
活
用
を
視
野
に

入
れ
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問
２
村
有
林
野
払
下
げ
条
例

に
基
づ
い
て
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
条
例
第
一
条
に

は
、
大
宜
味
村
村
有
林
野
を
住

民
に
払
い
下
げ
て
、
農
業
生
産

を
向
上
せ
し
め
、
農
家
の
経
済

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

経
営
者
は
子
・
孫
に
譲
る
体
制

で
す
が
、
す
べ
て
自
分
で
解
決

し
安
定
供
給
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
引
き
継
ぎ
た
い
と
す
ご

い
情
熱
を
も
っ
た
方
で
あ
り
、

大
宜
味
村
の
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
書
の
中
に
も
、
畜
産
業

の
推
進
に
お
け
る
取
り
組
み
と

か
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
具
体

的
に
畜
産
業
に
対
す
る
取
り
組

み
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

村
有
林
野
払
下
げ
条
例
に
基

づ
い
て
地
域
の
決
定
を
議
会
で

決
議
し
、
大
宜
味
村
村
有
林
野

払
下
げ
調
整
委
員
会
に
諮
問
を

し
て
決
定
を
す
る
。
現
地
に
つ

い
て
の
い
き
さ
つ
等
を
調
整
し
、

払
下
げ
条
例
以
外
に
も
方
法
が

あ
る
か
検
討
し
、
村
全
体
に
村

有
地
の
払
下
げ
申
請
が
あ
れ
ば

全
体
的
な
方
向
で
払
下
げ
と
い

う
方
法
も
持
っ
て
お
り
、
農
業

振
興
の
面
で
は
し
っ
か
り
土
地

利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
３
施
政
方
針
で
も
未
利
用

の
土
地
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
畜
産
業
を
子
・
孫
に
継
ぐ

た
め
の
こ
の
思
い
は
、
夢
あ
る

も
の
に
理
想
あ
り
、
理
想
あ
る

も
の
に
計
画
が
あ
る
、
計
画
あ

る
も
の
に
成
功
が
あ
る
、
ゆ
え

に
夢
あ
る
も
の
に
成
功
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
親
子
・

孫
の
ド
リ
ー
ム
ス
ト
ー
リ
ー
が

実
現
し
、
畜
産
業
の
後
継
が
立

派
に
完
結
す
る
こ
と
を
望
む
が
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

私
も
で
き
る
だ
け
畜
産
関
係

に
つ
い
て
、
悪
臭
問
題
と
か
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
を
改
善
す

る
た
め
に
新
し
い
方
法
の
情
報

が
入
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ
村
内
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
近
い

う
ち
農
家
と
も
話
を
し
て
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

村
有
地
の
払
下
げ
と
畜
産
業
の

推
進
に
つ
い
て

問
１
大
工
又
地
区
の
畜
産
業

者
に
お
い
て
は
、
水
及
び
水
源

地
確
保
に
大
変
苦
労
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
畜
産
業
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
大
宜
味
村
第
五
次

総
合
計
画
及
び
村
長
の
施
政
方

針
に
も
記
述
さ
れ
て
お
り
、農

業
・
畜
産
業
の
発
展
、推
進
に

は
水
問
題
を
抜
き
に
し
て
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
、
再

三
農
業
用
水
に
つ
い
て
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
畜
産
業
者
は

経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る
上
で
、

隣
接
す
る
溜
池
状
態
の
村
有
地

を
買
い
取
り
、
安
定
供
給
で
き
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の
観
光
振
興
を
統
一
し
た
方
向

性
を
観
光
協
会
に
よ
っ
て
、
村

内
外
に
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　

ま
た
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
、

多
方
面
か
ら
の
来
訪
者
を
視
野

に
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
と
地
域
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
体
制
整
備
に
取
組
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問
２
大
宜
味
村
内
の
観
光
関

係
の
産
業
に
つ
い
て
現
状
の
認

識
は
？

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

村
内
の
観
光
産
業
の
大
き
な

課
題
は
、
大
き
な
宿
泊
施
設
が

な
い
。
村
内
の
観
光
利
用
数
、

来
訪
者
は
、
約
13
万
人
程
度
で

す
。
近
隣
の
国
頭
村
は
40
万
を

超
え
、
東
村
で
も
25
万
を
超
え

て
い
る
。
現
在
の
大
宜
味
村
の

観
光
産
業
の
大
き
な
取
り
組
み

は
農
家
民
宿
の
民
泊
事
業
で
あ

る
が
、
昨
年
度
ま
で
４
千
人
以

上
が
受
入
ら
れ
て
い
る
。
次
年

度
は
さ
ら
に
倍
に
近
い
契
約
数

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

今
年
オ
ー
プ
ン
す
る
や
ん
ば

る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
受
入

れ
、
村
内
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
展
開
で
き
る
よ
う
な
事
業

者
、
ま
た
ガ
イ
ド
育
成
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
３
設
立
に
向
け
、
懸
念
さ

れ
る
こ
と
。
運
営
す
る
財
源
、

人
材
の
確
保
は
？

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

財
源
は
、
平
成
31
年
度
の
新

年
度
予
算
に
人
件
費
が
主
に
な

る
が
計
上
し
て
い
る
。
観
光
協

会
は
利
益
を
あ
げ
ら
れ
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
も
ら
い

な
が
ら
、バッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

人
材
は
理
事
会
組
織
の
体
制

の
中
、
村
内
観
光
事
業
者
、
団

体
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
事
務

局
長
、
事
務
局
次
長
、
事
務
局

員
の
３
名
体
制
で
あ
る
。

人
口
目
標
実
現
に
向
け
た
政
策

課
題
の
取
組
は
？

問
１
村
の
計
画
で
あ
る
2025
年

に
３
千
200
名
の
人
口
目
標
に
向

け
た
政
策
課
題
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

答
宮
城
功
光
村
長

　

人
口
目
標
実
現
の
取
組
は
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
展
開
し
、

民
間
ア
パ
ー
ト
誘
致
も
行
っ
た
。

ま
た
、
子
供
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
出
産

祝
い
金
の
支
給
、
不
妊
に
悩
む

方
々
へ
の
治
療
費
支
援
の
制
度

整
備
を
行
っ
た
。
雇
用
環
境
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
産

業
に
お
い
て
は
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
の
立
地
促
進
を

図
る
た
め
の
企
業
立
地
促
進
条

例
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
村
民
の
雇
用
を
促
進
さ
せ

る
条
例
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改

正
を
検
討
し
て
い
る
。

観
光
協
会
設
立
に
つ
い
て

問
１
現
在
の
状
況
は
。
設
立

ま
で
の
手
順
、
目
標
等
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

設
立
に
あ
た
り
設
立
準
備
委

員
会
を
設
置
し
８
月
か
ら
３
回

の
委
員
会
を
実
施
し
た
。
会
議

の
内
容
は
、
村
、
や
ん
ば
る
地

域
、
県
内
の
観
光
の
現
状
と
課

題
や
観
光
協
会
の
役
割
、
組
織

体
制
、
定
款
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
し
た
。
５
月
設
立
を
目
標

に
し
、
法
人
格
を
有
す
る
民
間

組
織
と
し
て
の
運
営
に
な
る
。

目
標
等
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
村
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い
、
現
在
返
答
を
待
っ
て
い
る
。

②
妨
げ
の
原
因
は
、
退
去
と

な
っ
た
事
業
者
が
設
備
投
資
の

為
に
関
係
の
あ
っ
た
金
融
機
関
、

関
係
企
業
と
の
間
で
整
理
が
つ

い
て
お
ら
ず
、
設
備
が
残
っ
た

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

問
２
撤
去
の
通
知
の
件
で
す

が
、
私
の
と
こ
ろ
に
文
書
が
あ

る
。
第
372
号
平
成
30
年
７
月
18

日
企
業
支
援
賃
貸
工
場
明
渡
に

伴
う
署
名
、
押
印
の
お
願
い
に

つ
い
て
。
契
約
書
第
11
条
第
２

項
に
基
づ
き
貸
主
大
宜
味
村
に

お
い
て
原
状
回
復
を
図
ろ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
作

業
に
は
工
事
設
備
等
の
撤
去
及

び
撤
去
し
た
物
品
の
保
管
な
ど

に
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
困
難
な

事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
貸

主
と
し
て
は
、
貴
社
か
ら
別
紙

内
容
の
所
有
権
放
棄
及
び
承
諾

書
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ら
、
よ
り
円
滑
に
原
状
回
復

作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
所
有

権
放
棄
及
び
承
諾
書
施
設
目
録

記
載
の
施
設
に
設
置
、
又
は
搬

入
し
た
当
社
所
有
の
設
備
及
び

有
体
動
産
の
う
ち
、
平
成
30
年

６
月
末
現
在
、
本
施
設
に
残
置

さ
れ
て
い
る
設
備
及
び
有
体
動

産
に
つ
い
て
は
、
貸
主
に
お
い

て
そ
の
交
渉
及
び
処
理
（
引
き

渡
し
を
含
む
）
に
当
た
る
こ
と

を
承
諾
し
、
当
社
は
貸
主
の

執
っ
た
処
理
方
法
に
つ
い
て
何

ら
異
議
を
述
べ
な
い
も
の
と
す

る
。
平
成
30
年
７
月
28
日
は
ん

こ
も
押
さ
れ
て
い
る
。

　

撤
去
を
通
知
し
て
い
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

文
書
に
つ
い
て
、
各
企
業
、

ま
た
債
権
者
、
金
融
機
関
等
か

ら
放
棄
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
賃
貸

工
場
に
入
っ
て
い
る
内
容
を
大

宜
味
村
の
ほ
う
で
撤
去
の
手
続

き
を
進
め
る
内
容
で
委
任
を
も

ら
っ
て
い
る
文
書
。
原
状
回
復

に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
に
は
村

が
や
る
と
い
う
こ
と
は
想
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
手
続
の
中
で

撤
去
を
求
め
る
通
知
を
出
し
て

い
る
。
今
後
、
弁
護
士
と
一
緒

に
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
３
す
ご
く
怠
慢
だ
と
思
う

資
料
が
あ
る
。
大
企
第
518
号
平

成
30
年
９
月
20
日
大
宜
味
村
企

業
支
援
賃
貸
工
場
・
使
用
料
滞

納
分
明
渡
損
害
金
・
施
設
管
理

費
相
当
分
の
納
入
に
つ
い
て
の

通
知
。
下
記
の
金
額
を
平
成
30

年
３
月
29
日
ま
で
に
納
付
し
て

下
さ
い
。
投
函
し
た
日
が
平
成

30
年
11
月
13
日
。
な
ぜ
そ
こ
ま

で
ほ
っ
た
ら
か
し
た
の
か
？

答
福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

遅
れ
た
経
緯
は
、
私
の
と
こ

ろ
で
把
握
で
き
て
い
な
い
。
大

変
申
し
訳
な
く
思
う
。

ど
う
な
っ
て
い
る
企
業
支
援
賃

貸
工
場
の
現
状
回
復
は
？

問
１
い
ま
だ
全
く
原
状
回
復

の
様
子
が
見
え
な
い
が
ど
う
い

う
事
か
、前
回
の
一
般
質
問（
平

成
30
年
12
月
）
で
は
、
年
度
内

に
お
い
て
何
ら
か
の
目
途
を
見

出
す
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①　

そ
の
後
の
進
捗
状
況

②‌�　

原
状
回
復
に
つ
い
て
、
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
原
因
は
？

答
宮
城
功
光
村
長

　

①
弁
護
士
と
委
託
契
約
を
行

い
、
現
存
す
る
設
備
等
の
所
有

者
に
対
し
て
撤
去
の
通
知
を
行
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一
般
質
問

吉浜　覚　議員

自
然
遺
産
や
県
民
の
水
が
め
と

な
っ
て
お
り
、
と
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
で
貴
重
な
ゾ
ー
ン
で
あ

る
。
ま
た
、
自
然
を
生
か
し
た

観
光
産
業
も
振
興
し
て
い
る
が

矛
盾
は
な
い
か
。
④
憲
法
、
法

律
や
県
条
例
に
基
づ
き
米
軍
普

天
間
飛
行
場
の
移
設
に
伴
う
辺

野
古
沿
岸
部
埋
立
て
の
賛
否
を

問
う
県
民
投
票
が
執
行
さ
れ
、

反
対
の
民
意
が
示
さ
れ
た
が
尊

重
し
な
い
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

①
、②
、③
は
、矛
盾
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。④
は
、ど
ち
ら

と
も
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
２
伊
江
の
米
軍
訓
練
場
、

辺
野
古
、
高
江
と
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
で
、
上
空
を
飛
び
交
う
戦

争
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
宜
野

座
や
高
江
で
墜
落
し
て
、
取
水

ス
ト
ッ
プ
、
そ
し
て
立
ち
入
り

禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
高
江
か

ら
も
う
住
め
な
い
と
引
っ
越
し

て
い
る
現
状
で
、
生
活
も
脅
か

さ
れ
る
。
観
光
地
だ
と
い
う
の

に
、
訓
練
が
な
さ
れ
て
い
た
ら
、

癒
し
に
来
た
つ
も
り
が
、
訓
練

場
を
観
光
に
来
て
い
る
。
ま
た
、

県
民
の
水
が
め
で
も
あ
る
し
、

生
活
に
直
結
す
る
。

　

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的

人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
。
住
民
が
あ
れ
だ
け
反

対
し
て
、
そ
れ
に
背
い
て
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
。
も
う
一
度

答
弁
を
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

反
対
は
当
然
多
い
け
れ
ど
賛

成
の
方
も
い
る
。
以
前
に
県
も

名
護
市
も
同
意
を
し
て
進
め
て

い
る
中
で
、
一
自
治
体
の
長
が

選
挙
結
果
で
す
か
ら
こ
う
し
な

さ
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
自

分
の
立
場
か
ら
言
え
な
い
と
い

う
の
が
本
音
で
あ
る
。

問
３
大
浦
湾
に
は
活
断
層
が

あ
り
、
海
底
に
は
軟
弱
地
盤
も

あ
る
。
沖
縄
高
専
、
久
辺
小
中

学
校
、
集
落
等
は
米
軍
の
安
全

基
準
で
あ
る
高
さ
制
限
に
も
抵

触
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
と
住

民
の
生
命
、
財
産
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
辺
野
古
新
基
地
は
滑

走
路
が
１
千
800
ｍ
、
普
天
間
基

地
２
千
800
ｍ
。
そ
れ
で
完
成
し

て
も
稲
田
防
衛
大
臣
は
緊
急
時

の
場
合
は
用
を
足
さ
な
い
の
で
、

そ
れ
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
施

設
が
な
い
限
り
普
天
間
基
地
は

返
さ
な
い
と
言
っ
て
、
法
や
制

度
を
無
視
し
て
進
め
て
い
る
状

況
で
、
村
長
が
そ
の
態
度
で
い

い
の
か
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

今
、
国
に
対
し
て
要
望
す
る

よ
う
な
事
項
が
多
々
あ
る
。
そ

の
中
で
、
意
思
表
示
し
た
場
合
、

ど
う
い
う
弊
害
が
で
る
か
と
心

配
が
あ
る
の
で
、
今
賛
成
と
も

反
対
と
も
言
え
な
い
。

平
和
、生
活
、自
然
環
境
及
び
県

民
投
票
で
示
さ
れ
た
民
意
に
対

す
る
姿
勢
を
問
う

問
１
①
2013
年
に
県
議
会
、
全

市
町
村
長
、
全
市
町
村
議
会
な

ど
の
連
名
で
内
閣
総
理
大
臣
に
、

米
軍
普
天
間
基
地
を
閉
鎖
・
撤

去
し
、
県
内
移
設
を
断
念
す
る

こ
と
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を

直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
の
内
容

を
記
載
し
た
建
白
書
を
県
民
総

意
の
米
軍
基
地
か
ら
負
担
軽
減

を
実
行
す
る
よ
う
に
と
提
出
し

て
い
る
が
矛
盾
は
な
い
か
。
②

2017
年
に
憲
法
９
条
の
碑
を
建
立

し
て
い
る
が
、
趣
旨
に
矛
盾
は

な
い
か
。
③
や
ん
ば
る
の
森
は
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一
般
質
問

大城 邦彦　議員

に
つ
い
て
、
大
変
御
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
。
本
事
業
に
お

い
て
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
社

会
資
本
総
合
整
備
事
業
費
で
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
沖
縄
県

の
災
害
事
業
の
完
了
が
平
成
28

年
度
に
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
お
く
れ
が
あ
り
、
ま
た
補

助
事
業
の
少
額
予
算
措
置
の
観

点
か
ら
、
よ
り
予
算
措
置
が
見

込
ま
れ
る
沖
縄
振
興
交
付
金
事

業
へ
の
変
更
に
時
間
を
有
し
た

こ
と
か
ら
長
期
化
し
て
い
る
。

現
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
に
災
害
箇
所
の
区
間
に
つ
い

て
は
一
部
完
了
す
る
が
、
こ
の

６
年
半
も
の
時
間
が
経
過
し
て

い
る
中
、
道
路
の
傷
み
な
ど
、

調
査
確
認
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
確
認
中
で
あ
る
た

め
確
認
後
、
通
行
可
能
か
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
矢
板
の
撤
去
に
つ
き

ま
し
て
も
今
後
工
事
が
続
く
こ

と
か
ら
、今
し
ば
ら
く
現
状
維
持

で
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
の
期
間
は
平
成
34

年
度
ま
で
で
あ
る
が
、
補
助
事

業
の
予
算
配
分
か
ら
、
事
業
期

間
が
延
び
る
可
能
性
も
あ
り
、

予
算
確
保
に
向
け
取
り
組
み
た

い
と
思
う
。

問
２
こ
の
道
路
は
昭
和
７
年

か
ら
、
根
路
銘
、
上
原
の
両
区

民
が
人
力
で
荷
車
等
の
運
搬
用

道
路
と
し
て
完
成
し
、
農
業
や

産
業
、
そ
し
て
上
原
区
民
に

と
っ
て
は
生
活
道
路
と
し
て
、

多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
歴
史

あ
る
道
路
で
あ
る
。

　

現
在
あ
る
農
道
を
含
め
、
村

道
は
災
害
時
に
は
通
行
可
能
な

道
路
選
択
が
多
く
あ
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
、
こ
の

災
害
を
経
験
し
て
痛
感
し
て
い

る
。
通
行
を
許
可
す
る
場
合
に

は
、
道
路
の
亀
裂
と
か
そ
う
い

う
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、

安
全
、
安
心
に
通
れ
る
よ
う
に

し
っ
か
り
確
認
を
お
願
い
し
、

さ
ら
に
上
原
か
ら
進
め
て
い
る

道
路
改
良
工
事
も
で
き
る
だ
け

早
目
に
仕
上
げ
て
、
す
ば
ら
し

い
村
道
が
ま
た
復
活
で
き
る
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

実
は
私
も
先
日
こ
の
道
路
を

歩
い
て
み
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
答
弁
し
ま
し
た
よ
う

に
、
大
変
亀
裂
が
入
っ
て
い
る

場
所
や
、
あ
る
い
は
山
手
が
相

当
大
き
い
地
滑
り
が
あ
り
、
こ

れ
を
と
ら
な
い
と
な
か
な
か
通

行
は
非
常
に
厳
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
措
置

を
す
る
よ
う
に
、
村
と
し
て
も

国
、
県
の
事
業
が
大
き
く
と
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

根路銘上原線

村
道
根
路
銘
上
原
線
の
早
期
復

旧
を

問
１
平
成
24
年
の
、
土
砂
災

害
で
根
路
銘
上
原
線
が
現
在
も

通
行
止
め
さ
れ
て
お
り
、
通
行

止
め
さ
れ
て
早
６
年
半
と
な
る
。

今
年
度
に
は
道
路
損
壊
箇
所
の

工
事
完
了
と
な
り
、
区
民
か
ら

は
早
期
に
通
行
し
た
い
と
の
強

い
要
望
が
あ
る
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
の
矢
板
、

こ
の
辺
も
安
全
確
認
で
き
れ
ば
、

見
苦
し
い
状
況
に
あ
り
、
撤
去

も
含
め
、
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

答
宮
城
功
光
村
長

　

長
い
期
間
通
行
止
め
の
処
理
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〜 新職員紹介 〜
平成31年４月から住民福祉課より異動となりました。仲

なか

村
むら

 亮
あき

人
と

【田嘉里出身】です。住民福祉課では直接村民の皆様と接する機会
も多く、お世話になりました。議会事務局としてまだまだ勉強中で
すが、大宜味村民皆様に議会の行っていることを伝え、また傍聴へ
もお気軽に足を運んでいただければと思います。

よりよい議会運営を行うために精一杯頑張りますので今後ともよ
ろしくお願いします。

沖縄村上農園視察　平成31年３月20日（水） 町村議会常任委員長・副委員長実務研修会　令和元年5月8日（水）

●発行／大 宜 味 村 議 会　〒905−1392 沖縄県国頭郡大宜味村字大兼久157番地
●編集／議会広報常任委員会　TEL（0980）44-3117　FAX（0980）44-3344
●印刷／光文堂コミュニケーションズ株式会社　〒901−1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城577番地

　昭和57年９月大宜味村議会議員に初当選以
来、平成６年９月までの間、連続３期12年の
長期にわたり在職し、大宜味村の産業経済や
住民福祉の向上発展に尽力されました。

　これまで、傍聴される際は「傍聴人受付簿」に
記入して頂いておりましたが、個人情報保護の
観点から「傍聴人受付票」に記入していただき、
「受付箱」に投函していただくことになりました。

※88歳を迎え議会議員を12年以上努めた方に贈られる賞です。
沖縄県庁  副知事応接室にて　平成31年３月13日（水）

平良 俊政氏（喜如嘉区）平良 俊政氏（喜如嘉区）
高齢者叙勲（旭日単光章）受章高齢者叙勲（旭日単光章）受章

受賞受賞
傍聴人受付票

年　月　日

住　所

氏　名

年　齢

会議名 年第　大宜味村議会定例会（臨時会）

※記入いただいた個人情報に関しては、他の目的には一切利用しません。

※記入後、傍聴受付箱に投函してください。

傍聴の受付の方法が変わりました傍聴の受付の方法が変わりました




